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一般会計予算総額 特定財源 一般財源
( 補正後
対前年同期

福祉推進関係 県支出金 地方消費税交付金

地方消費税交付金

(補正前 → 補正後

【会計別総括】

対前年同期

38,000

平 成 28 年 度 1 月 補 正 予 算 案 総 括 表

70,500 32,500 38,000
98,311,022
92,000,480 比率 106.9%)

70,500 32,500

4,233,000 4,271,000)
福祉灯油購入費等給付事業 70,500 福祉灯油購入費等給付事業費補助金 32,500 38,000

補正前 補正額 補正後

186,798,344
比率 103.1%

一 般 会 計 98,240,522 70,500 98,311,022
全 会 計 192,516,073 70,500 192,586,573



平成２８年度 第３７回山形市民文化賞の受賞者について 

１．目 的 

   本市の文化活動の一層の振興を図るため、長年、その道一筋に精励し、又は伝承を継承し、その功績が 

顕著である方々を表彰するもの（昭和５５年創設） 

２．表彰式 

日時：２月４日（土）午前１１時～  場所：山形グランドホテル 

３．平成２８年度受賞者について （年齢は記者会見時の年齢です）

氏名 年齢 活動分野 活動年数 住所 

遠藤
えんどう

 時子
ときこ

７７歳 
能楽 

（山形
やまがた

橘 会
たちばなかい

） 
４１年以上 小白川町 

功績： 長年にわたり、観世流五十六世梅若六郎玄祥宗家の直弟子として、全国の橘会の舞台に出演し、観世流

シテ方として能楽に精励している。 

平成２６年からは山形橘会の副会長に就任し、会の発展に尽力するとともに、「山形県能楽の祭典」をはじめとす

る数々の舞台に出演し、精力的に活動している。 

県内各流派・各会で組織する山形県能楽協会の幹事として、会の運営に尽力するとともに「山形能」の開催に尽

力し、平成１１年の第１回から今年度第１８回まで継続して公演の成功に寄与している。 

市芸術文化協会理事として、能楽はもとより市の文化振興・発展に貢献している。 

安藤
あんどう

 隆夫
たかお

（安藤
あんどう

 敬山
けいざん

）
８４歳 

音楽（尺八） 

（新都山流
しんとざんりゅう

） 
６６年以上 東原町 

功績： 長年にわたり、新都山流の尺八に精進するとともに、地歌三曲の合奏にも精励し、全国的な演奏会への

出演や日本舞踊との共演等、尺八・三曲の魅力を広めるため多方面にわたる活動を行っている。 

山形三曲協会として、山形市の小中学校において邦楽の指導と演奏を行う「学校教育支援事業」では、主宰する

敬山会として積極的に協力するとともに、平成１５年に山形県で開催された国民文化祭における「邦楽の祭典」で

は、山形県三曲協会の理事として、山形四中の生徒に２年間、熱心に尺八を指導し、県内中学生による邦楽合奏の

成功に大きく貢献した。 

現在は、山形三曲協会相談役として後進への指導育成及び会の発展に尽力するとともに、山形県三曲協会会員、

市芸術文化協会会員として、邦楽はもとより市の振興・発展に貢献している。 

富塚
とみつか

 悦子
えつこ

（富塚
とみつか

 豊
ほう

悦
えつ

） 
６７歳 

華道 

（小原流
おはらりゅう

） 
４７年以上 沼木 

功績： 長年にわたり、小原流の華道に精励し、現在も精力的に活動している。

昭和６０年に華道教室を始めて以来３２年間、一級家元教授として多くの門弟の指導、育成に尽力している。

小原流山形支部の役員を歴任し、現在は名誉幹部として他の役員の模範的存在となっており、後進の育成及び支

部の発展・運営に尽力している。

山形県華道文化協会においては評議員を経て、現在は監事として華道文化の振興・発展に寄与している。

市芸術文化協会会員として、華道はもとより市の文化振興・発展に貢献している。 

新井田
に い だ

 容子
ようこ

（新井田
に い だ

 宗
そう

容
よう

） 
８８歳 

茶道 

（裏千家） 
６３年以上 木の実町 

功績： 昭和２８年に茶道裏千家に入門以来、長年にわたり茶道に精励している。

昭和４８年に茶道裏千家の準教授を取得して以来、現在は正教授として、多くの門弟の指導、育成に尽力してい

る。また、昭和６１年から平成１７年まで２０年にわたり山形社会保険センター茶道講師を務め、地域社会への茶

道文化の普及に貢献した。平成元年から裏千家淡交会山形支部の幹事を務め、平成１１年から現在まで相談役を務

めており、同支部の運営に尽力している。

市芸術文化協会茶会、宝紅会月釜、清風荘や山寺芭蕉記念館での市民の茶会等、多くの茶会に協力し、本市の茶

道文化の発展に貢献している。

市芸術文化協会会員として、茶道はもとより市の文化振興・発展に貢献している。 

平成２９年１月５日 

市長記者会見資料 

問い合わせ先 

企画調整部 文化振興課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内６３８ 



平成２８年度 第３７回山形市民文化賞受賞者
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ＦＩＳスキージャンプワールドカップレディース２０１７蔵王大会の開催について 

１．開催日時 平成２９年１月２０日（金）・２１日（土） 

２．開催場所 クラレ蔵王シャンツェ（山形市蔵王ジャンプ台） 

３．種  目 １月２０日（金）ノーマルヒル（HS １０６）個人戦 

       １月２１日（土）ノーマルヒル（HS １０６）個人戦 

４．実施要項 １月２０日（金）試技開始１６：００   競技開始１７：００ 

               表彰式 競技終了後 

       １月２１日（土）予  選１５：４５  競技開始１７：００ 

               表彰式 競技終了後 

５．表  彰 １月２０日（金）  １位より３位まで表彰 

       １月２１日（土）  １位より３位まで表彰 

６．公式練習 １月１９日（木）  公式練習１６：００ 

７．主  管 公益財団法人全日本スキー連盟、山形県スキー連盟 

スキージャンプワールドカップレディース蔵王大会実行委員会 

８．共  催 国際スキー連盟、公益財団法人全日本スキー連盟、山形県スキー連盟、

山形市、山形県教育委員会、山形市教育委員会、山形市スキー連盟 

９．後  援 公益財団法人山形県体育協会、公益財団法人山形市体育協会、    

蔵王温泉観光協会 

１０．その他 参加国 １２ヶ国（予定） 

       参加選手数５０人（予定） 

       競技役員数 １月１９日（木）公式練習・予選   １８０名 

             １月２０日（金）個人戦       １８０名 

             １月２１日（土）個人戦       １８０名 

       レースオフィス  山形市スポーツ保健課（大会期間前） 

               山形市蔵王体育館    （大会期間中） 

平成２９年１月５日 

市長記者会見資料 

問い合わせ先 

教育委員会スポーツ保健課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内６３４ 



国際樹氷サミット in 山形蔵王の開催について 

１．目的 

日本でも有数の樹氷地帯がある東北の山形市・青森市・北秋田市が連携し、蔵

王山、八甲田山、森吉山を広域の三大樹氷エリアとしてブランド化を図り、国内

旅行及びインバウンドを推進するため。（初開催） 

２．開催日時 

   平成２９年２月４日（土）１５時３０分～ 

３．開催場所 

   蔵王温泉 ルーセントタカミヤ 

４．参加予定者 

   山形市長、北秋田市長、青森市長、各市行政担当者、各市観光関係者、 

ファムツアー参加者（海外の旅行業エージェント・メディア）等 ８０名程度 

※ファムツアー:観光地などの誘客促進のため、旅行事業者を対象に現地視察をして 

          もらうツアー。外国人観光客拡大を目的に実施されることが多い。 

５．内容（予定） 

 （１）サミット（１５：３０～１７：００ ルーセントタカミヤ） 

【テーマ】「世界から見た東北の樹氷の魅力と価値（仮）」 

・上記テーマのもと、①講演、②パネルディスカッションを開催 

    【パネラー予定者】 

        ・山形市長、北秋田市長、青森市長、三市観光関係者、旅行業関係者 

 （２）交流会（１７：３０～１９：００ ルーセントタカミヤ） 

 （３）蔵王樹氷まつり視察（２０：００～ 上の台ゲレンデ周辺） 

  ※詳細決まり次第、別途お知らせいたします。 

６．その他 

   サミット開催に合わせてファムツアーを招聘 

   【対象国】台湾、オーストラリア 等 

   【日程】２月３日（金）～５日（日）の２泊３日で蔵王温泉に滞在

平成２９年１月５日 

市長記者会見資料 

問い合わせ先 

商工観光部観光物産課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内４２１ 



第８回 さくら咲くやまがた 冬のさくらキャンペーン２０１７ 

１ 目 的 

山形市の魅力ある地域資源（お宝）であり、山形県が全国一の生産量を誇る、冬に咲

く「啓翁桜」を多くの方々から親しんでいただくため、中心市街地のホテルや観光施設

等に啓翁桜を展示・紹介するとともに、啓翁桜を活用したオリジナル料理の提供等を行

うキャンペーンを開催することにより、山形の冬の魅力を県内外に向けて情報発信する

とともに街なかの賑わいを創出する。 

２ 開催時期 

１月１４日(土)から２月２８日(火)まで    

【キックオフイベント】 

  ①日時 平成 2９年1月 1４日（土）午前11時～ 

②会場 霞城セントラル １階アトリウム 

  ③内容 やまがた舞子の演舞、嚶鳴女声合唱団の合唱、鏡開き、山形の地酒「桜三蔵」

のお披露目、甘酒の振る舞い、啓翁桜プレゼント（先着100名）など 

３ 主 催 

  冬のさくらキャンペーン実行委員会／山形市 

（ホテル協会加盟ホテルや中心市街地観光文化施設等） 

４ 会 場 

  冬のさくらキャンペーン参加施設 

  ①山形グランドホテル ②ホテルメトロポリタン山形 ③ホテルキャッスル ④山形

七日町ワシントンホテル ⑤山形駅西口ワシントンホテル ⑥山形まるごと館 紅の

蔵 ⑦水の町屋 七日町御殿堰 ⑧山形まなび館 ⑨霞城セントラル ⑩香味庵まる

はち ⑪山形市役所 など 

５ 内 容 

  “冬に咲くさくら”啓翁桜の展示、桜や春をテーマとしたオリジナル料理の提供、ベ

ニちゃんクイズなど。 

このキャンペーンは、山形の四季折々の「お宝」をＰＲするため、季節ごとに街なか

に「花」を展示し、それを活用した「食」を提供することで、街なかに人を呼び込み、

賑わいを創出しようとするもので、夏の「紅花」、冬の「啓翁桜」をＰＲするため実施す

るものです。 

６ 後 援 

山形県村山総合支庁／（一社）山形市観光協会／山形市中心商店街街づくり協議会 

平成２９年１月５日 

市長記者会見資料 

問い合わせ先 

商工観光部山形ブランド推進課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内４１３ 







山形市ふるさと納税推進事業について 

平成 28 年度より、「山形ブランドの確立」を目指し、ふるさと納税制度の推進を図って

まいりましたが、寄附金額が 12 月 28 日現在において、当初から目標としていた 10 億円を

突破し、その目標を達成しましたのでご報告いたします。

１ 寄附金額等の状況（12 月 31 日現在の速報値） 

 寄附件数 59,994 件 

 寄附金額 1,096,861,432 円 

 ※ 平成 27 年度実績（平成 27年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 

寄附件数 10,717 件 寄附金額 199,069,499 円 

２ 寄附獲得に向けた主な取り組み 

 首都圏及びイベントにおけるＰＲ活動等 

① 横浜高島屋・観光物産展で寄附コーナーを設置（28.６.４～５） 

② モンテディオ山形市民応援デーを活用したＰＲ活動（28.８.21） 

③ ふるさと納税大感謝祭（横浜）に参加（28.10.22～23） 

④ 市内県立学校同窓会（東京）でＰＲ活動。日本酒を振舞う（28.11.26） 

⑤ 市内街なかイベントでのチラシ配布 等 

 動画配信・ムック本・フリーペーパー等によるＰＲ 

 さくらんぼ、シャインマスカットなどの平成２９年産フルーツ先行予約を実施 

 その他の取り組み 

本市全職員に対して、本事業の協力を依頼し、職員一人一人がセールスマンという意識

を持ち、全国・東北規模の研修会及び視察等において、ふるさと納税カタログを配布する

等のＰＲ活動を実施するなど、普及啓発に努めました。 

３ 人気があった主な返礼品（平成 28 年４月１日～） 

〇山形産さくらんぼ 佐藤錦 〇山形産さくらんぼ 紅秀峰  〇山形県産ふじりんご 

〇田舎風ちょっと太めのおそば 〇山形牛ヒレステーキ 

平成２９年１月５日 

市長記者会見資料 

問い合わせ先 

商工観光部部山形ブランド推進課 

ふるさと納税グループ 

℡０２３－６４１－１２１２ 内４０７ 


